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アートのじかんについて

〇普段の生活と同じように「アートのじかん」もまた、こどもが自分らしくいられることへの肯定感を持てる、
居心地のよい時間のひとつです。
・こども自らが発見し、考え、試すことを繰り返しながら、思い思いに表現することを楽しむ時間。
・様々な素材に触れて、感覚の幅を広げ、多様な表現方法を組み合わせて遊ぶ時間。
・多様な表現を互いに共有し共感することで、他者を思いやり尊重することにつながっていく時間。
園庭やお部屋で過ごすことと同じように、こどもが『自ら選ぶ主体的な活動の場』となることを目指しています。

〇活動時間
にじ組・ほし組(3歳児) 主に火曜日(月末に1回)
はな組(4歳児)は火曜日(月に3～4回)
ひかり組(5歳児)は毎週水曜日

〇活動内容
◆ 子どもの興味や遊びなどの聴き取り
↓
◆ 活動内容作成（計画を超えた保育、時間となるために）
↓
◆ 事前準備（環境設定、サンプル制作、留意点など情報共有前日18:00～）
↓
◆ アートのじかん（火曜・水曜 9:30～11:10・・・）
↓
◆ 片付け、掃除（様子を見て、伝え合い11:15頃から・・・）
↓
◆ 写真を見ながら活動の振り返り（14:00頃から～30分程度）
（子どもの発言や発見、制作過程などを共有し、ドキュメンテーションに使う写真や添える言葉を選んだり、
その後の展開される活動や気がついた事柄から次回の活動内容に活かす時間）

↓
◆ ドキュメンテーション作成、当日中に掲示（A3）



２０２４年度活動内容



8/27 いろみずをつかって（年中クラス）

ねらい これまでも泡や色水を作ったり、お店屋さんなどのごっこ遊びをしている様子のあったことなどを踏まえ、色水（染め液）を白い羊毛毛糸にふりかけてみる活動を考
えた。ぬらした毛糸の感触を楽しんだり、スプーンやスポイトを使って色水を垂らしたり、液の中に入れてプクプク空気を出してたり、水鉄砲のようにしたり、色水を少しづ
つ混ぜたり、水で薄めたりして色の実験をしたり・・・食紅で作った色水ならではの透明感や、手応えのあるものとしての毛糸から何かに見立てたり、ごっこ遊びへの発展も
考えられる。お水遊びの様々な道具を使って、自分のやりたい表現を繰り返し試す時間となることを期待した。

気づき 赤、青、黄の３色をまぜるといろんないろができることを発見することで、驚いたり、何色になるか実験してみようと思ったり、こどもたちの興味がどんどんわいて
くるのが手に取るように感じられた。絵の具とは違って食紅ならではの透明感があり、そこからイメージが膨らんでいく子もいて、ごっこ遊びのアイデアに発展していった。
色を入れる量や染める時間によっても、いろんな色ができることで、興味がひろがった。

活動の様子（こどもたちの様子と保育者の気づき）

当日の掲示
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